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サステナビリティ推進計画

当社が自ら社会的な責任を果たしつつ、中小企業とともに社会課題の解決に取り組んでいくために、2階層･6つの取組
領域を設定した「サステナビリティ推進計画」を策定しています。「中小企業で働く方とそのご家族のウェルビーイングの実
現」に貢献する企業を目指し、当計画に基づき取組みを進めています。

サステナビリティ経営の先進企業として、
中小企業で働く方とそのご家族の

ウェルビーイングの実現に貢献する企業

①
中小企業の

経営基盤強化への伴走

②
働く方とご家族一人ひとりの
人生の豊かさのサポート

サステナブル企業像

Ⅱ

当社が自ら責任を
果たす領域

（社会的な責任）

中小企業とともに
取り組む領域

（期待される役割）

Ⅰ

経済的な安心 仕事と生活の充実
心身の健康 社会とのつながり

③人財
自律性を重視した
人財マネジメントの
展開、多様な人財の
個性の発揮

④人権
事業にかかわる
すべての

ステークホルダーの
人権の尊重

⑤気候変動
自社および

取引先を含めた
気候変動への対応

⑥責任投資
責任投資を通じた
持続可能な

社会発展への貢献

サステナビリティ
重点テーマ
(グループ共通)

健康で豊かな
暮らしの実現

多様な人材が活躍
できる環境づくり

人的資本の拡充

地球環境保全・
気候変動の緩和と
適応への貢献

投資を通じた持続
可能な社会への貢献

当社が貢献する
ウェルビーイング
（4要素）

当社の強み・らしさ × 社会からの期待

人と企業が持続可能な成長と豊かさを享受できるように
サステナビリティ経営が当たり前に実践される社会を実現する

社会要請に継続的に応える仕組みが高度に整い、
持続可能な社会を支える存在として社会課題解決を先導する

〈 2030年に向けたアクションプラン 〉
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①中小企業の経営基盤強化への伴走
・中小企業のサステナビリティ経営推進の支援コンテンツ拡充
・リスク変化に対応した魅力的な商品提供による事業継続力の強化、安心の提供

②働く方とご家族一人ひとりの人生の豊かさのサポート
・中小企業で働く方々への学びの場の提供
・SV.LEAGUEチームとの協働、バレーボール国際大会との連携による地域の活性化

③人財
・�新しい研修体系・人事諸制度を通じた働きがい
の向上
・健康経営の継続、PDCAを通じた取組みの強化
・多様性ある働き方・機会の仕組み化

⑤気候変動
・再生可能エネルギーの計画的な導入
・�保有不動産の設備更新による省エネルギー化、
拠点毎の排出量の可視化等による自社GHG排
出量の削減

④人権
・�自社に加え、関連会社・外部委託先における人
権尊重の取組みの促進

⑥責任投資
・�サステナブル投融資や融資先との建設的な対
話を通じた投融資先のGHG排出量削減
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〈 KPI 〉
取組領域 K P I 実績（2025年度）※4

□Ⅰ  �中小企業とともに取り
組む領域

①2030年度までに中小企業のサステナビリティ経営実践度60％ 2026年度より新設
②2026年度以降毎年お客さま満足度4.00pt以上 2026年度より新設

□Ⅱ  �当社が自ら
責任を果た
す領域 人財

③2026年度以降毎年従業員エンゲージメントスコア4.00pt以上 4.05pt
④2030年度までにプレゼンティーイズム（生産性値）80％以上※1　 77.9％ 
⑤2030年度までに女性管理職比率30％以上 27.0％
⑥2030年度までに男性育児休業取得率100％ 100％

人権 ⑦�2030年度までに人権デューデリジェンス※2実施率100％（自社・関連会社・外部委託先） 100％

気候変動
⑧2030年度までに自社の使用電力の70％を再生エネルギー化 47.7％
⑨2030年度までにGHG排出量削減率（床面積あたり）2013年度比75％ 64.9％
⑩2030年度までにGHG排出量削減率（総排出量）2013年度比75％ 2026年度より新設

責任投資
⑪2030年度までに投融資先※3GHG排出量削減率2020年度比50％ 49.9％ 
⑫2030年度までにサステナビリティ・テーマ型投融資 累計取組額11,000億円 2026年度より新設

※1 �病気やケガがないときに発揮できる仕事の出来を100％として、過去4週間の自身の仕事をアンケート（東大1項目版）により評価
※2 �企業が人権に与える影響を特定し、対処するための継続的なプロセス
※3 国内上場企業の株式・社債・融資
※4 ④⑤は2026年4月実績、⑧⑨は見込み値
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